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今
年
四
月
に
来
日
し
た
温
家
宝
首
相
は
、
中
国
の
首

相
と
し
て
初
め
て
衆
議
院
で
国
会
演
説
を
行
っ
た
。
そ

の
際
、
台
湾
問
題
に
触
れ
、「
台
湾
問
題
は
中
国
の
核

心
的
利
益
に
か
か
わ
る
。
台
湾
独
立
は
絶
対
に
容
認
し

な
い
。
日
本
側
に
は
台
湾
問
題
の
高
度
な
敏
感
性
を
認

識
し
、
約
束
を
厳
守
し
、
慎
重
に
対
処
す
る
よ
う
希
望

す
る
」
と
述
べ
た
。

中
国
は
一
九
五
四
年
以
降
、
台
湾
の
領
有
権
を
主
張

し
、「
台
湾
の
軍
事
統
一
を
放
棄
し
な
い
」
と
、
こ
と

あ
る
ご
と
に
強
調
し
て
お
り
、
温
首
相
の
演
説
も
そ
の

延
長
線
上
に
あ
る
と
言
え
る
。

台
湾
問
題
（
地
位
）
は
日
本
の
安
全
保
障
に
密
接
に

か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
中
国
が
台
湾
を
軍
事
統
一

（
侵
略
）
す
れ
ば
、
中
国
は
太
平
洋
に
面
し
た
国
家
と

な
り
、
南
シ
ナ
海
、
バ
シ
ー
海
峡
、
台
湾
海
峡
、
東
シ

ナ
海
と
い
う
日
本
の
海
洋
航
路
の
重
要
な
拠
点
を
押
さ

え
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
に
と
っ
て
台
湾
は
シ
ー
レ
ー
ン
の
生
命
線
で
あ

り
、
台
湾
有
事
は
日
本
有
事
と
同
様
な
の
だ
。

中
国
政
府
が
公
表
し
た
国
防
予
算
は
一
九
八
九
年
以

降
、
十
九
年
間
連
続
で
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
増
額

を
続
け
、
二
〇
〇
七
年
度
の
国
防
費
は
三
千
五
百
九
億

元
（
約
五
兆
二
千
六
百
億
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
多
く
の
国
際
的
な
戦
略
研
究
所
の
推
定
に
よ
れ
ば
、

外
国
製
兵
器
の
購
入
、
兵
器
の
国
産
開
発
、
更
新
な
ど

を
合
算
す
る
と
、
中
国
の
実
際
的
な
軍
事
支
出
は
中
国

政
府
が
公
表
す
る
二
～
三
倍
に
な
る
と
さ
れ
、
日
本
の

防
衛
費
（
二
〇
〇
七
年
度
は
約
四
兆
八
千
億
円
）
の
二

～
三
倍
と
見
ら
れ
て
い
る
。

中
国
政
府
は
「
い
か
な
る
国
家
に
対
し
て
も
軍
事
的

台
湾
と
私　
⒅

中
国
の
野
心
に
対
峙
す
べ
し
濱は
ま

口ぐ
ち

和か
ず

久ひ
さ

◦
本
会
理
事　

日
本
文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
キ
ャ
ス
タ
ー
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脅
威
に
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
て
い
る
が
、
現
在
の
東

ア
ジ
ア
の
情
勢
を
見
た
時
、
中
国
の
軍
事
力
増
強
が
東

ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
の
脅
威
と
は
な
っ
て
も
、
逆
に

東
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
、
中
国
に
攻
撃
（
侵
略
）
を
考

え
て
い
る
国
家
は
一
つ
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
六
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
国

際
会
議
に
於
い
て
、
米
国
の
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
国
防
長

官
（
当
時
）
は
「
ど
の
国
か
ら
も
脅
威
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
中
国
が
兵
器
購
入
を
増
加
す
る
動
機
は
何

か
？
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、
中
国
は
依
然
と
し
て
こ

の
問
い
に
答
え
て
い
な
い
。

中
国
は
一
九
九
二
年
二
月
に
「
領
海
法
」
と
い
う
国

内
法
を
制
定
し
、
尖
閣
諸
島
や
台
湾
、
東
・
西
・
南
沙

諸
島
な
ど
を
領
土
と
規
定
し
て
外
国
軍
艦
を
排
除
す
る

権
限
を
軍
に
付
与
し
、
二
〇
〇
五
年
三
月
に
は
「
反
国

家
分
裂
法
」
を
制
定
、
台
湾
が
独
立
し
よ
う
と
す
る
場

合
は
非
平
和
的
手
段
を
行
使
す
る
と
し
て
い
る
。

日
本
に
対
し
て
は
既
に
二
十
四
発
の
核
弾
頭
ミ
サ
イ

ル
（
東
風
21
）
を
配
備
し
、
台
湾
に
対
し
て
も
七
百
八

十
基
以
上
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

加
え
て
中
国
は
、
新
た
に
開
発
し
た
巡
航
ミ
サ
イ
ル

を
百
個
以
上
、
東
シ
ナ
海
と
台
湾
を
睨
ん
で
配
備
し
て

い
る
。

そ
し
て
、
原
子
力
潜
水
艦
の
開
発
を
促
進
し
て
七
隻

を
保
有
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
〇
八
年
に
は
大
連
の
ド

ッ
グ
で
改
装
作
業
が
進
む
旧
ソ
連
製
の
六
万
ト
ン
級
空

母
「
ワ
リ
ヤ
ー
グ
」
が
一
番
艦
と
し
て
転
用
さ
れ
、
南

シ
ナ
海
の
海
南
島
三
亜
に
配
備
さ
れ
る
予
定
だ
。
三
亜

を
母
港
に
空
母
戦
闘
群
が
展
開
す
れ
ば
、
ア
ジ
ア
諸
国

に
と
っ
て
重
大
な
脅
威
と
な
る
。

日
本
の
防
衛
費
は
一
九
九
七
年
以
降
、
据
え
置
か
れ

微
減
状
態
に
あ
る
。
防
衛
費
の
削
減
・
縮
小
は
、
こ
の

ま
ま
い
け
ば
我
国
を
危
機
的
状
況
（
中
国
に
よ
る
事
実

上
の
日
本
の
属
国
化
）
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。

日
本
国
の
独
立
と
主
権
を
守
る
た
め
に
は
非
核
三
原

則
や
専
守
防
衛
の
見
直
し
、
集
団
的
自
衛
権
の
政
府
解

釈
の
変
更
も
含
め
、
確
固
た
る
防
衛
体
制
を
早
急
に
整

備
し
、
台
湾
と
の
間
の
安
全
保
障
面
で
の
関
係
構
築
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
結
果
的
に
東
ア
ジ
ア
の
平

和
と
安
定
に
も
繋
が
る
の
だ
。


